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障
害
児
・
者
の
支
援
者
を
対
象
と

し
て
、
支
援
に
必
要
な
介
護
知
識
や

理
解
を
深
め
る
研
修
を
実
施
し
ま

す
。

対
象

仕
事
・
家
族
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
で
障
害
児
・
者
の
支
援
や
介

護
に
携
わ
っ
て
い
る
、
ま
た
は
興
味

の
あ
る
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

と
こ
ろ

区
役
所
９
階
会
議
室

定
員

各
回
５０
人（
申
込
順
）

※
手
話
通
訳
が
必
要
な
人
、
研
修
会

参
加
の
た
め
、
自
宅
で
の
介
護
ま

た
は
保
育
が
必
要
な
人
は
、
各
開

催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
、
障
害
者
福
祉
課
障
害
者
支
援

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
１
日
単
位
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

精
神
障
害
と
は

精
神
障
害
と
は
、
精
神
の
病
気
か

ら
来
る
症
状
と
、
そ
の
症
状
が
も
た

ら
す
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
複
合
し
た

状
態（
状
況
）を
い
い
ま
す
。
精
神
疾

患
は
誰
も
が
か
か
り
う
る
病
気
で
、

統
合
失
調
症
、
気
分
障
害（
う
つ
病

そ
う

・
躁
う
つ
病
）、
て
ん
か
ん
、
ア
ル

コ
ー
ル
や
薬
物
依
存
症
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
不

安
や
心
の
不
調
を
感
じ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
は
、
家
族

や
職
場
の
同
僚
、
友
人
な
ど
と
の
交

流
の
中
で
、
お
互
い
を
支
え
合
い
な

が
ら
心
の
健
康
を
保
っ
て
い
ま
す

が
、
時
に
は
心
の
健
康
を
損
な
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

心
の
健
康
を
損
な
う
人
は
年
々
増

え
て
お
り
、
精
神
疾
患
は
身
近
な
病

気
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。精
神

疾
患
そ
の
も
の
は
、医
療
的
ケ
ア
や

服
薬
治
療
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
生
活
の
し
づ
ら
さ
に
つ

い
て
は
、
デ
イ
ケ
ア
な
ど
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
で
す
。

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
楽
し
く
生

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

地
域
に
は
、
精
神
に
障
害
が
あ
っ

て
も
、
働
き
な
が
ら
通
院
し
て
い
る

人
や
作
業
所
・
学
校
な
ど
に
通
っ
て

い
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
ま

す
。し

か
し
、
精
神
障
害
が
あ
る
人
に

対
し
て
い
ま
だ
に
根
強
い
偏
見
が
あ

り
、「
何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
」と

思
う
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
よ
う
で

す
。
こ
う
い
っ
た
偏
見
が
精
神
に
障

害
が
あ
る
人
を
追
い
詰
め
、
新
た
な

障
害
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。地

域
の
す
べ
て
の
人
た
ち
が
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
楽
し
く
生
き
る
社

会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
偏
見

を
な
く
し
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い

を
認
め
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と

り
が
同
じ
地
域
社
会
の
隣
人
と
し

て
、
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
た
ち
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。区

で
は
、
今
後
も
精
神
障
害
が
あ

る
人
の
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め

に
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設

置
推
進
や
社
会
参
加
の
拡
大
、
就
労

支
援
の
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
通
常
の
放
送

が
平
成
２３
年
６
月
３０
日
に
終
了
し
、

７
月
１
日
か
ら
の
放
送
終
了
の
お
知

ら
せ
画
面
の
表
示
を
経
て
、
７
月
２４

日
正
午
に
す
べ
て
の
放
送
が
終
了

（
完
全
停
波
）し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、そ
れ
ま
で
の
間
に
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た

め
の
準
備
を
完
了
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

に
は
、
（１）
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
（２）
地
上
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
（３）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
と
い

っ
た
方
法
が
あ
り
ま
す
。
（１）
（２）
の
場

合
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で

す（
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
と
放
送
大
学
を
視

聴
し
て
い
る
人
は
現
在
の
ア
ン
テ
ナ

が
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

こ
れ
ら
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

準
備
に
当
た
り
、
総
務
省
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
）が

お
手
伝
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
デ

ジ
サ
ポ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。な

お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
平

成
２３
年
７
月
２４
日
ま
で
に
終
了
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

区
で
は
、
日
々
の
生
活
に
必
要
な

情
報
や
災
害
情
報
な
ど
の
情
報
収
集

手
段
と
し
て
確
保
で
き
る
よ
う
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
に
必
要
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
購
入
や
ア
ン
テ
ナ
設
置

工
事
な
ど
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

※
テ
レ
ビ
の
購
入
は
助
成
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

対
象

住
民
税
非
課
税
世
帯

助
成
額

チ
ュ
ー
ナ
ー
購
入（
上
限

１
万
円
）、
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど（
上

限
４
万
円
）

申
請
書
配
布
場
所

各
総
合
支
所
・
区
政
情
報
課（
区

役
所
８
階
）

※
郵
送
配
布
も
し
て
い
ま
す
。
区
政

情
報
課
情
報
政
策
担
当
へ
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

申
請
書
に
領
収
書（
原
本
）な
ど
を

添
付
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

区
政
情
報
課
情
報
政
策
担
当
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送

と
比
べ
て
受
信
障
害
に
強
く
、
ビ
ル

陰
な
ど
で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
受
信
障

害
が
生
じ
る
場
合
で
も
、
多
く
の
地

域
で
障
害
な
く
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
が
解
消
す
る
地
域
の
共
聴
施

設
は
、
大
半
が
平
成
２３
年
７
月
に
運

用
を
終
了
し
、
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
家
庭

で
は
、
そ
れ
ま
で
に
個
別
に
受
信
ア

ン
テ
ナ
を
立
て
る
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
等
に
加
入
す
る
方
法
に
よ
り
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
障
害
が

継
続
す
る
場
合
は
、
地
デ
ジ
受
信
の

方
法
に
つ
い
て
、
共
聴
施
設
の
管
理

者
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

集
合
住
宅
共
聴
施
設（
共
同
ア
ン
テ

ナ
等
）の
地
デ
ジ
対
応
は
、
対
応
方

法
の
決
定
や
工
事
等
に
時
間
を
要
し

ま
す
。
平
成
２３
年
７
月
に
近
づ
く
と

工
事
が
集
中
し
、
対
応
が
間
に
合
わ

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
急
に
地
デ
ジ
へ
の
対
応
が
必

要
で
す
。

改
修
工
事
の
費
用
が
過
重（
世
帯

当
た
り
３
万
５
０
０
０
円
超
）と
な

る
場
合
は
、
国
の
助
成
制
度
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
今
年
の
申
請
受
け
付
け
は
８
月
３１

日（
火
）ま
で
で
す
。

区区区区
民民民民
葬葬葬葬
儀儀儀儀
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

区
で
は
、
東
京
都
２３
区
内
葬
祭
業

者
の
協
力
に
よ
り
、
標
準
的
な
葬
儀

を
安
価
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
区
民

葬
儀
利
用
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

区
民
葬
儀
で
対
象
と
な
る
費
用

祭
壇
料
金（
御
寝
棺
含
む
）・
霊
柩

車
運
送
料
金
・
火
葬
料
金
、
遺
骨
収

納
容
器
代

申
し
込
み

各
総
合
支
所
区
民
課
窓
口
サ
ー
ビ

ス
係（
芝
地
区
総
合
支
所
の
み
戸
籍

係
）で
医
師
の
死
亡
診
断
書
を
提
示

し
、
区
民
葬
儀
利
用
券
の
交
付
を
受

け
、
取
扱
指
定
葬
儀
店
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
夜
間
は
区
役
所
の
夜

間
受
付
で
も
葬
儀
券
を
交
付
し
て
い

ま
す
）。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所

各
総
合
支
所
区
民
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

港
・
品
川
・
目
黒
・
大
田
・

世
田
谷
の
区
民
は
、
５
区
が
共

同
で
運
営
し
て
い
る
臨
海
斎
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
障
害
者
福
祉
課
精
神
障
害
者
担

当

�
内
線
２
４
５
７

問い合わせ
障
害
者
福
祉
課
障
害
者
支
援
係

�
内
線
２
４
６
２
・
２
６
６
７

ＦＡＸ
３
５
７
８
‐
２
６
７
８

内容

自死に向き合う～いま、私
にできること

子どもの発達と療育支援

特別支援学校を理解する

こころの病気対応方法

感染症の知識

身体障害の方への介護技術

失語症の基礎知識と会話の
コツ

差別のない社会とは？

とき

７月２６日（月）
午後６時３０分～８時３０分

８月２５日（水）
午後６時３０分～８時３０分

９月１４日（火）
午後６時３０分～８時３０分

１１月２６日（金）
午後６時３０分～８時３０分

１２月１０日（金）
午後６時３０分～８時３０分

平成２３年１月２１日（金）
午後６時３０分～８時３０分

平成２３年２月８日（火）
午後６時３０分～８時３０分

平成２３年３月１１日（金）
午後６時３０分～８時３０分

回

１

２

３

４

５

６

７

８

申請先・問い合わせ
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所
区
政
情

報
課
情
報
政
策
担
当

�
内
線
２
８
０
０

問い合わせ
○
デ
ジ
サ
ポ（
総
務
省
テ
レ
ビ

受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

http

�//w
w
w
.digisuppo.jp/

○
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
９
時
、
土
・
日
曜
、
祝
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

�
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
が
つ
な
が
ら
な
い
人
は
、

�
４
３
３
４
‐
１
１
１
１
へ
。

問い合わせ
デ
ジ
サ
ポ（
総
務
省
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）助
成
金

相
談
窓
口（
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
）

http

�//w
w
w
.digisuppo.jp/

�
０
５
７
０
‐
０
９
３
‐
７
２
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
が
つ
な
が
ら
な
い
人
は

�
５
６
２
３
‐
３
１
２
１
へ
。

問い合わせ
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

�
内
線
２
５
３
０
〜
２

精精
神神
障障
害害
者者
にに
つつ
いい

てて
正正
しし
いい
理理
解解
をを

７月１１日号３面掲載の「入院医療費や入院食事代の窓口支払額を軽減します」で、高齢受給者証の表記に誤りがありました。お詫びして訂正します。
（誤）７０歳以上７５歳未満の住民税課税世帯の人（高齢受給者をお持ちの人）
（正）７０歳以上７５歳未満の住民税課税世帯の人（高齢受給者証をお持ちの人）
◆問い合わせ◆ 国保年金課給付係 �内線2641

http : //www.city.minato.tokyo.jp 平成22年（2010年）7月21日 �



�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

現
在
、
日
本
で
は
、
生
涯
で
が
ん

に
か
か
る
確
率
が
男
性
の
２
人
に
１

人
、
女
性
の
３
人
に
１
人
と
推
計
さ

れ
て
お
り
、
今
や
、
が
ん
は
私
た
ち

に
と
っ
て
大
変
身
近
な
病
気
で
す
。

が
ん
に
か
か
っ
た
患
者
の
多
く

は
、
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
身
体
的
・

精
神
的
な
苦
痛
を
抱
え
、
家
族
に
と

っ
て
も
大
き
な
苦
痛
を
伴
い
ま
す
。

が
ん
に
よ
っ
て
生
じ
る
体
の
不
調
や

心
の
問
題
に
対
処
し
て
い
く
こ
と

は
、
が
ん
自
体
の
治
療
と
同
じ
よ
う

に
大
切
で
す
。

緩
和
ケ
ア

「
緩
和
ケ
ア
」は
、
が
ん
の
医
療
を

単
に
病
気
に
対
す
る
治
療
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
患
者
の
体
や
心
の
さ
ま

ざ
ま
な
苦
痛
を
取
り
除
き
、
患
者
と

そ
の
家
族
に
と
っ
て
、
自
分
ら
し
い

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

医
療
で
す
。

住
み
な
れ
た
場
所
で
が
ん
と
向
き
合

う
た
め
に
次
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す

相
談
事
業

�
保
健
所
で
の
相
談
事
業

�
医
療
機
関
に
よ
る
相
談

東
京
都
が
ん
認
定
病
院（
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
病
院
、
済
生
会
中

央
病
院
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
三

田
病
院
、
虎
の
門
病
院
、
北
里
研

究
所
病
院
）で
相
談
で
き
ま
す
。

容
態
急
変
時
の
後
方
病
床
確
保
事
業

主
に
在
宅
で
様
態
が
急
変
し
た
と

き
に
入
院
が
で
き
る
よ
う
区
内
の
医

療
機
関
に
病
床
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

普
及
啓
発
事
業

�
区
民
向
け
講
演
会
の
開
催（
年
に

１
回
）

�
区
民
祭
り
へ
の
ブ
ー
ス
の
出
展

�
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
緩
和
ケ
ア
に
関

す
る
港
区
内
の
社
会
資
源
」の
作
成

・
配
布

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
て

安
心
し
て
在
宅
で
の
療
養
が
で
き

る
よ
う
、
医
療
・
看
護
・
福
祉
の
連

携
が
と
れ
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
向
け
て
区
民
参
加
に
よ
る
港

区
在
宅
緩
和
ケ
ア
・
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア

支
援
推
進
協
議
会
で
検
討
し
ま
す

（
病
院
と
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
と

の
連
携
な
ど
）。

ア
イ
ヌ
と
は

「
ア
イ
ヌ
」と
い
う
言
葉
は
、
ア
イ

ヌ
語
で
カ
ム
イ（
神
）に
対
す
る「
人

間
」と
い
う
意
味
で
、
民
族
の
呼
称

で
す
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
と
港
区
と
の
つ

な
が
り
を
ご
存
じ
で
す
か

明
治
初
期
、
北
海
道
か
ら
連
行
さ

れ
た
ア
イ
ヌ
民
族
に
日
本
語
や
農
業

技
術
を
教
え
る
た
め
、
芝
公
園
付
近

に「
開
拓
使
仮
学
校
付
属
北
海
道
土

人
教
育
所
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
８
月
、
都
立
芝
公
園
で
、
連
行

さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
慰
霊
す
る

イ
チ
ャ
ル
パ（
先
祖
の
供
養
祭
）が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
歴
史
と
文
化

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
北
海
道
を
中

心
と
し
た
地
域
に
古
く
か
ら
住
ん
で

い
る
先
住
民
族
で
、
豊
か
な
自
然
の

恵
み
を
受
け
て
独
自
の
文
化
と
生
活

を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
以
降
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
は
、
狩
猟
を
禁
止
さ
れ
た
り
土

地
を
奪
わ
れ
た
り
自
由
な
交
易
活
動

が
大
き
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

「
ア
イ
ヌ
語
」の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、

「
日
本
語
」を
使
う
こ
と
が
強
要
さ
れ

る
な
ど
、
生
活
を
侵
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
流
れ
の

中
で
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
い
わ
れ

の
な
い
差
別
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
も
就
職
や
結
婚

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
続
け

て
い
ま
す
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
民
族
の
言
葉

や
文
化
、
伝
統
を
復
活
し
守
ろ
う
と

努
力
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
歴
史
と
文
化
を
正
し
く
理

解
し
て
、
尊
重
す
る
差
別
の
な
い
社

会
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ア
イ
ヌ
民
族
が
お
祭
り
の
時
に
歌

う「
ウ
ポ
ポ
」や
踊
り
を
ご
存
じ
で
す

か
。
こ
れ
ら
は
、
国
の「
重
要
無
形

民
族
文
化
財
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。ア

イ
ヌ
の
文
化
に
興
味
が
あ
る
人

は
、
「
ア
イ
ヌ
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
中
央
区
八
重
洲
２
‐
４
‐
１３
ア
ー

バ
ン
ス
ク
エ
ア
八
重
洲
３
階
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）」を
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

し
こ
う

ハ
チ
に
よ
る
刺
咬
事
故
は
、
人
が

知
ら
ず
に
ハ
チ
に
脅
威
を
与
え
、
結

果
的
に
刺
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
蚊
や
ノ
ミ
が
刺

す
の
は
、
栄
養
源
と
し
て
血
を
必
要

と
し
て
吸
血
す
る
の
で
す
が
、
ハ
チ

は
巣
を
守
る
た
め
に
近
づ
い
て
く
る

敵
を
攻
撃
す
る
の
で
す
。

巣
に
近
づ
き
す
ぎ
た
り
、
棒
で
突

い
た
り
、
水
を
掛
け
た
り
、
振
動
を

与
え
る
な
ど
巣
に
対
し
て
刺
激
を
加

え
る
と
攻
撃
し
て
き
ま
す
。
こ
の
防

衛
本
能
は
、
と
く
に
集
団
で
生
活
す

る
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
や
ス
ズ
メ
バ
チ

類
の
働
き
バ
チ
に
強
く
見
ら
れ
ま

す
。し
こ
う

刺
咬
事
故
が
発
生
す
れ
ば
ハ
チ
は

「
害
虫
」で
す
が
、
普
段
は
毛
虫
や
青

虫
な
ど
を
捕
っ
て
生
活
し
て
い
る
の

で
、樹
木
害
虫
退
治
に
貢
献
し
た
り
、

花
粉
を
運
ん
で
く
れ
る
ハ
チ
の
働
き

で
実
を
結
び
私
た
ち
の
食
卓
に
出
て

い
る
食
物
も
多
い
の
で
、「
益
虫
」の

面
も
あ
り
ま
す
。ハ
チ
は
刺
せ
ば「
害

虫
」
、
刺
さ
な
け
れ
ば
「
益
虫
」
で
、

生
態
系
の
上
位
に
位
置
し
そ
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

狩
り
バ
チ
の
一
生

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ス
ズ
メ
バ
チ

は
、
長
い
越
冬
生
活
を
無
事
に
終
え

た
女
王
バ
チ
が
単
独
で
、
５
月
こ
ろ

か
ら
巣
作
り
を
始
め
ま
す
。
女
王
バ

チ
と
は
名
ば
か
り
で
、
始
め
の
う
ち

は
巣
作
り
、
産
卵
、
幼
虫
の
世
話
す

べ
て
を
一
匹
で
行
い
ま
す
。
６
月
に

入
り
、
働
き
バ
チ
が
生
ま
れ
る
と
そ

れ
ら
の
仕
事
は
働
き
バ
チ
が
行
い
、

女
王
バ
チ
は
産
卵
に
専
念
し
ま
す
。

今
の
時
季
は
働
き
バ
チ
が
増
え
、
巣

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
の
特
徴

巣
は
、
お
わ
ん
を
ひ
っ
く
り
返
し

た
よ
う
な
形
、
あ
る
い
は
シ
ャ
ワ
ー

ヘ
ッ
ド
の
よ
う
な
形
で
、
幼
虫
の
育

つ
穴
（
育
房
）
が
た
く
さ
ん
見
え
ま

す
。
そ
し
て
、
幼
虫
の
世
話
を
す
る

働
き
バ
チ
が
た
く
さ
ん
巣
に
止
ま
っ

て
い
ま
す
。
軒
下
、
外
階
段
の
ス
テ

ッ
プ
の
裏
、
窓
枠
、
戸
袋
の
中
、
物

干
し
台
の
床
下
、
樹
木
の
枝
な
ど
に

巣
を
作
り
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
特
徴

巣
は
球
体
で
、
下
部
に
出
入
り
口

の
穴
が
一
つ
見
え
、
茶
系
統
の
ま
だ

ら
模
様
を
し
て
い
ま
す
。
巣
の
表
面

に
は
、
巣
を
増
築
し
て
い
る
働
き
バ

チ
が
見
え
ま
す
が
、
戻
っ
て
き
て
、

す
ぐ
に
穴
に
入
っ
て
し
ま
う
ハ
チ
も

多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
軒
下
、
屋

根
裏
、
比
較
的
葉
の
硬
い
大
ぶ
り
な

樹
木
の
枝
な
ど
に
巣
を
作
り
ま
す
。

ハ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

ハ
チ
は
む
や
み
に
刺
し
た
り
は
し

ま
せ
ん
。
脅
威
を
感
じ
る
と
攻
撃
し

て
く
る
の
で
、
巣
が
ど
こ
に
あ
る
か

知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
家

の
周
り
で
頻
繁
に
ハ
チ
を
見
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
静
か
に
ハ
チ
の
行
動
を

観
察
し
て
い
る
と
、
巣
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
チ
の
巣
が
あ

る
場
所
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
無
意
識

に
刺
激
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
が
な

い
の
で
襲
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
巣
を
揺
ら
し
た
り
、

棒
で
叩
き
落
そ
う
と
し
た
り
、
焼
き

払
お
う
と
す
る
と
防
衛
行
動
を
起
こ

し
襲
っ
て
く
る
の
で
、
刺
激
す
る
よ

う
な
行
動
を
控
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

ハ
チ
を
刺
激
す
る
行
動

（１）
早
い
動
き
に
敏
感

巣
の
近
く
や
ハ
チ
が
寄
っ
て
き
た

と
き
に
、
手
を
振
っ
て
追
い
払
お
う

と
す
る
動
き
は
ハ
チ
を
刺
激
し
て
し

ま
い
ま
す
。
寄
っ
て
き
た
場
合
は
、

ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り
し
て
そ
の
場
か

ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

（２）
黒
っ
ぽ
い
色
の
服
な
ど
は
禁
物

ハ
チ
は
、
巣
に
近
づ
く
黒
っ
ぽ
い

色
の
も
の
に
対
し
て
攻
撃
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

（３）
大
き
な
音
を
控
え
る

巣
の
近
く
で
、
大
き
な
声
で
話
し

て
い
る
と
興
奮
し
ま
す
。

（４）
揮
発
性
物
質
に
反
応

化
粧
品
や
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
の
匂
い

に
反
応
し
ま
す
。

洗
濯
物
に
注
意

気
温
が
下
が
り
始
め
る
秋
口
は
、

洗
濯
物
等
の
取
り
込
み
を
行
う
と
き

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
気
温
が
高
い

時
期
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
秋
口

に
日
差
し
を
浴
び
て
温
ま
っ
た
洗
濯

物
等
に
、
ハ
チ
が
止
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
気
付
か
ず
に
取
り

込
み
、
驚
い
た
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ハ
チ
が
付
い
て
い

る
場
合
は
、
棒
な
ど
で
洗
濯
物
を
か

る
く
揺
す
っ
て
ハ
チ
が
離
れ
て
か
ら

取
り
込
む
と
良
い
で
し
ょ
う
。

万
が
一
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら

体
質
に
よ
っ
て
は
、
急
激
に
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
が
起
こ
り
重
篤
な
症
状

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
め

に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

家
に
ハ
チ
の
巣
が
で
き
て
い
た
ら

ハ
チ
の
種
類
、
巣
の
大
き
さ
、
巣

が
で
き
て
い
る
場
所
、
発
見
し
た
時

季
に
よ
っ
て
対
処
方
法
が
異
な
り
ま

す
。
区
で
は
巣
の
除
去
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
希
望
が
あ
れ
ば
、
お
伺

い
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま

す
。

問い合わせ
健
康
推
進
課
地
域
保
健
係（
保

健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�
３
４
５
５
‐
４
７
７
２

問い合わせ
人
権
・
男
女
平
等
参
画
担
当

�
内
線
２
０
２
５
〜
７

問い合わせ
生
活
衛
生
課
生
活
衛
生
相
談
係

（
生
活
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

�
５
１
１
４
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▲防災訓練▲おまつり

▲花壇整備 ▲まちぐるみ運動会

町
会
・
自
治
会
は
、
地
域
の
住
民

を
中
心
に
自
主
的
に
組
織
し
運
営
す

る
団
体
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
隣
近
所

の
人
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
お
住
ま

い
の
地
域
の
町
会
・
自
治
会
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
何
か
あ
っ
た
と
き
、

近
く
に
頼
り
に
な
る
人
は
い
ま
す
か

？
町
会
・
自
治
会
は
、
私
た
ち
が
暮

ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な

い
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
支
え
と
な
る

大
切
な
も
の
で
す
。
町
会
・
自
治
会

に
加
入
し
て
、
一
緒
に
安
全
に
快
適

に
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
区
内
に
は
２
３
０
を
超
え

る
町
会
・
自
治
会
が
あ
り
、
生
活
安

全
・
防
災
・
お
ま
つ
り
を
は
じ
め
、

地
域
の
特
性
や
会
員
の
必
要
性
に
応

じ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
の

活
動
紹
介

地
域
の
課
題
は
地
域
で
解
決【
生
活

安
全
】

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、「
防

犯
・
学
童
通
学
路
パ
ト
ロ
ー
ル
」「
放

置
自
転
車
・
バ
イ
ク
対
策
」「
落
書
き

消
去
活
動
」「
み
な
と
タ
バ
コ
ル
ー
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」な
ど
、
地
域
の
課

題
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

災
害
時
は
地
域
の
助
け
合
い
が
大
事

【
防
災
】

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
近
隣

の
住
民
が
要
救
助
者
の
７７
％
を
救
助

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
、
町
会
・
自
治
会
の
住
民
の

協
力
に
よ
り
、
多
く
の
人
命
が
救
わ

れ
ま
す
。
町
会
・
自
治
会
で
は
日
ご

ろ
か
ら
防
災
機
関
と
協
力
し
て
、
防

災
訓
練
や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。

活
気
の
源
の
陰
に
は
支
え
手
の
存
在

【
お
ま
つ
り
】

各
地
域
で
行
わ
れ
る
お
ま
つ
り
の

多
く
は
、
町
会
・
自
治
会
が
行
っ
て

い
ま
す
。
盆
踊
り
を
は
じ
め
、
手
作

り
の
ゲ
ー
ム
や
模
擬
店
が
並
び
、
近

く
の
学
校
な
ど
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
町
会
自
慢
の
み
こ
し
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
人
が
ふ

れ
あ
い
、
き
ず
な
を
深
め
る
絶
好
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
多
様
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
道
路
の
清
掃
・
募
金
活
動
・
交
通

安
全
の
取
り
組
み
・
防
犯
灯
の
設
置

な
ど
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

地
域
の
必
要
性
に
応
じ
、
花
壇
整

備
や
自
前
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ

る
巡
回
活
動
な
ど
、
住
民
発
意
の
特

色
あ
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
町
会

・
自
治
会
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
加
入

で
き
ま
す
か
？

各
総
合
支
所
協
働
推
進
課
活
動
推

進
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
住
ま

い
の
地
域
の
町
会
・
自
治
会
を
ご
案

内
し
ま
す
。

み
な
と
タ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

平
成
２３
年
度
に
行
う
港
区
基
本
計
画

の
見
直
し
に
向
け
て
、港
区
に
住
み
、

働
き
、
学
ぶ
皆
さ
ん
が
話
し
合
い
、

意
見
を
出
し
合
い
、
区
に
提
言
を
行

う
た
め
の
区
民
参
画
組
織
で
す
。

今
年
初
め
の
参
加
者
募
集
時
に
応

募
い
た
だ
い
た
１
０
０
人
を
超
え
る

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
ご
自
身
の
希
望

す
る
グ
ル
ー
プ（
表
）に
所
属
し
、

今
年
４
月
か
ら
各
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
課
題
や
解

決
策
な
ど
を
検
討
す
る
活
動
を
始
め

て
い
ま
す
。

各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
毎
月
１

回
、
平
日
夜
間
に
行
わ
れ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
会
議
を
中
心
に
、
学
習
会
や

見
学
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
積
極
的

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
成
果
は
提
言
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
、
平
成
２３
年
７
月
に
区
へ
提

出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

み
な
と
タ
ウ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
各

グ
ル
ー
プ
会
議
は
、
自
由
に
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望

す
る
人
は
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

グ
ル
ー
プ
会
議
等
の
日
程
は
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

麻
布
地
区
は
国
立
新
美
術
館
や
森

美
術
館
が
立
地
す
る
ほ
か
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
な
ど
多
く
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が

活
躍
す
る
創
造
性
豊
か
な
地
域
で

す
。今

年
の「
麻
布
フ
ェ
ス
タ
」で
は
、

「
ア
ー
ト
」や「
デ
ザ
イ
ン
」を
楽
し
み

な
が
ら
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（１）
麻
布
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
―
２
０

１
１

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

と
き

８
月
２８
日（
土
）

と
こ
ろ

麻
布
区
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル★
こ
ろ
こ
ろ
コ
ー
ス
を
作
ろ
う

Ｖ

ｅ
ｒ
�
麻
布

幼
児
・
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
み
ん
な
で
つ

ま
よ
う
じ
と
段
ボ
ー
ル
で
道
を
作

り
、
小
さ
な
ボ
ー
ル
に
大
旅
行
さ
せ

ま
す
。

対
象

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

と
幼
児（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

と
き

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

定
員

２０
人（
申
込
順
）

申
し
込
み

電
話
で
、
麻
布
地
区
総

合
支
所
管
理
課
調
整
係
へ
。

★
笑
っ
て
、
シ
ン
ポ
、「
ア
ー
ト
寄

せ
・
寄
席
」

・
学
芸
員
で
も
あ
る
高
橋
直
裕（
遊

興
亭
福
し
満
）さ
ん
に
よ
る
麻
布
が

舞
台
の
落
語「
井
戸
の
茶
碗
」〜
落
語

と
ア
ー
ト
の
関
係
は
？
ぜ
ひ
会
場
で

！・
あ
き
ら
め
な
い
心
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

す
る
Ｂ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ
Ｏ
ｋ
ｅ
ｉ
（
ボ

ー
ダ
ー
・
オ
ケ
イ
）
さ
ん（
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
）の
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
歌

・
浅
葉
克
己
さ
ん（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）と
小
林
達
雄
さ
ん（
縄
文
研

究
者
）の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
〜
縄
文
時

代
と
宇
宙
が
ア
ー
ト
で
つ
な
が
る
！

と
き

午
後
３
時
〜
５
時
３０
分

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ
。

（２）
夏
の
イ
ベ
ン
ト（
小
学
生
対
象
）

★
感
動
！
セ
ミ
の
羽
化

有
栖
川
宮
記
念
公
園
で
美
し
く
神

秘
的
な
セ
ミ
の
羽
化
を
観
察
し
ま
し

ょ
う
。

対
象

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

と
き

８
月
２
日（
月
）午
後
６
時
〜

９
時

※
雨
天
時
は
８
月
５
日（
木
）に
順
延

と
こ
ろ

有
栖
川
宮
記
念
公
園

定
員

親
子
２０
組（
申
込
順
）

申
し
込
み

電
話
で
、
麻
布
地
区
総

合
支
所
管
理
課
調
整
係
へ
。

★
麻
布
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
誕
生
さ
せ

よ
う
！

皆
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
麻
布
地
区
で
活
躍
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

対
象

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

以
上
の
お
子
さ
ん

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
麻
布
地
区
の
各
施
設
で
配
布

す
る
チ
ラ
シ
や
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
各
総
合
支
所
協
働
推
進
課
活
動

推
進
係

�
欄
外
参
照

申し込み・問い合わせ
麻
布
地
区
総
合
支
所
管
理
課
調

整
係
�
５
１
１
４
‐
８
８
１
１

みみ
なな
とと
タタ
ウウ
ンン
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
のの

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た

問い合わせ
企
画
課
企
画
担
当

�
内
線
２
０
８
７

表 みなとタウンフォーラムグループ一覧

検討内容

街づくり、道路、公園、住宅、景観、交通、
放置自転車など

地球温暖化対策、緑化、自然保護、環境学習、
ごみ・リサイクルなど

コミュニティ、町会・自治会、防災、防犯活
動、危機管理対策など

産業、商店街、起業支援、観光、国際化、消
費生活、ＮＰＯ、文化芸術など

子育て支援、家庭、保育、幼児教育、小・中
学校教育、生涯学習、スポーツ、平和、人権、
男女平等参画など

高齢者福祉、障害者福祉、介護、医療、健康、
障害者就労支援、バリアフリーなど

グループ名

１街づくり
グループ

２環境・リサイク
ルグループ

３地域コミュニテ
ィ・防災・生活
安全グループ

４産業・国際化・
文化グループ

５子育て・教育・
スポーツ
グループ

６福祉・保健
グループ

◆各総合支所協働推進課活動推進係◆ 芝地区�3578－3121 麻布地区�5114－8802 赤坂地区�5413－7272 高輪地区�5421－7621 芝浦港南地区�6400－0031

▲生活安全パトロール

▲グループ会議の様子
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Ｑ「
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」っ
て
何
で
す

か
？

Ａ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

が
、
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
活

動
し
て
い
る
の
が「
た
ん
ぽ
ぽ
ク

ラ
ブ
」で
す
。
４
歳
く
ら
い
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
が
仲
間
づ

く
り
を
す
る
交
流
の
場
で
す
。

Ｑ
参
加
に
予
約
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
ク
ラ
ブ
と
言
っ
て
も
い
つ
で
も
参

加
は
自
由
で
す
。
予
約
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
実
施
し
て
い
る
時
間

に
直
接
施
設
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。
も
ち
ろ
ん
会
費
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
の
遊
び
を
見

守
り
な
が
ら
、
保
護
者
同
士
、
お

し
ゃ
べ
り
す
る
の
も
楽
し
い
で
す

よ
。

Ｑ
子
育
て
の
相
談
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
は
、
民
生

・
児
童
委
員
が
育
児
経
験
者
の
立

場
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
気
軽

に
お
話
し
く
だ
さ
い
。
状
況
に
応

じ
て
、
関
係
機
関
の
紹
介
も
し
て

い
ま
す
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
」は
、
各
施

設
・
児
童
館
な
ど
９
カ
所
で
月
に

１
回（
２
回
の
施
設
あ
り
）開
い
て

い
ま
す
。

地地
区区
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
ココ
ーー
ナナ

ーー
をを
利利
用用
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

は
、
地
域
に
身
近
な「
活
動
・
交
流

・
情
報
の
場
」と
し
て
、
区
内
２
カ

所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
サ
ロ
ン
活
動
等
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ご
利
用
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要

で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

高
輪
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

と
こ
ろ

精
神
障
害
者
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー（
あ
い
は
ー
と
・
み
な

と
）１
階（
高
輪
１
‐
４
‐
８
）

※
毎
週
金
曜（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）の
午
後
２
時
〜
４
時
は
、

み
な
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

職
員
が
出
張
し
て
い
ま
す
。

赤
坂
・
青
山
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー

と
こ
ろ

青
山
福
祉
会
館
１
階（
南

青
山
２
‐
１６
‐
５
）

※
毎
週
月
曜（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
）の
午
後
２
時
〜
４
時
は
、

み
な
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
出
張
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
介
護
予

防
で
は
、
足
腰
の
力
が
弱
く
な
る
な

ど
、
年
と
と
も
に
現
れ
て
く
る
老
化

の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
早
期
発
見

・
早
期
対
処
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。区

で
は
、
介
護
予
防
健
診「
お
た

っ
し
ゃ
２１
」を
実
施
し
、
介
護
予
防

の
取
り
組
み
が
必
要
な
人
に
は
、
介

護
予
防
事
業
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
区
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
け
る
よ
う
、
高
齢
者
の
介
護
予
防

へ
の
主
体
的
な
参
加
を
促
し
、
共
に

支
え
あ
う「
共
助
」の
取
り
組
み
を
広

げ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

区
で
は
、平
成
２０
・
２１
年
度
に「
介

護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
養
成
塾
で
は
全
１０

回
の
講
座
か
ら
、
介
護
予
防
に
関
す

る
知
識
や
地
域
で
の
介
護
予
防
活
動

を
実
践
す
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。

現
在
、介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
に
は
、

け
ん
い
ん

地
域
の
介
護
予
防
の
牽
引
役
と
し

て
、
介
護
予
防
の
普
及
啓
発
や
介
護

予
防
の
た
め
の
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

次
回
の「
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き

介
護
予
防
」で
は
、
介
護
予
防
リ
ー

ダ
ー
の
具
体
的
な
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。
お
住
ま
い
の
地
域
の
介
護
予
防

リ
ー
ダ
ー
の
活
動
に
ご
注
目
く
だ
さ

い
。

日
々
成
長
す
る
子
ど
も
の
様
子
を

誰
か
に
話
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
み
ん
な
は
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
と

接
し
て
い
る
の
か
な
」「
自
分
の
子
育

て
に
自
信
が
な
い
」と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」は
、
未
就
学
児

の
親
子（
妊
婦
含
む
）が
気
軽
に
集

い
、情
報
交
換
が
で
き
る
場
所
で
す
。

サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
の
は
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
や
、
子
育

て
経
験
者
で
す
。
読
み
聞
か
せ
や
工

作
、
季
節
の
行
事
や
料
理
な
ど
の
楽

し
い
企
画
を
通
し
て
、
子
育
て
仲
間

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

み
な
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
自
分
た
ち
で
サ
ロ
ン
を
立
ち

上
げ
た
い
と
い
う
人
の
支
援（
運
営

相
談
、
情
報
提
供
、
参
加
者
の
傷
害

保
険
加
入
、
活
動
運
営
費
の
助
成
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
を
対

象
と
し
た「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」事
業

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問い合わせ
保
健
福
祉
課
福
祉
活
動
支
援
係

�
内
線
２
３
７
９

問い合わせ
港
区
社
会
福
祉
協
議
会
み
な
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
３
４
３
１
‐
２
０
８
１

問い合わせ
高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
係

�
内
線
２
４
１
２

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
の

活
動

表 子育てサロン一覧
内容

読み聞かせ、英語
あそび、赤ちゃん
体操、工作、季節
の行事等

ビーズアクセサ
リー作り、読み
聞かせ等

親子クッキング
等

工作、エクササ
イズ、季節の行
事等

お茶会、情報交
換等

スクラップブッキ
ング、ヨガ、読み
聞かせ等

子育て情報カフェ、
フリーペーパーの編
集・発行、ブログ発
信等

※活動場所や活動日が変更になる場合がありますので、事前にご確認ください。
※会費や活動内容によって材料費等がかかるサロンがあります。

活動日

第４金曜
午前１１時～正午

月１回（不定期）

月１回 金曜
午前９時～午後２時

月２回 水曜
午前１０時３０分～正午
午後３時～５時

第２火曜
午前１０時３０分～
午後１時３０分

毎週水曜
午後１時～３時

月１回 土・日曜
午前１０時～正午

主な活動場所

青山児童館

シティハイツ港南
集会室（港南３－３
－１７）

男女平等参画センター
（リーブラ）

男女平等参画セン
ター
（リーブラ）

シーリアお台場三番街
キッズルーム
（台場１－３－４）

子ども家庭支援セ
ンター

男女平等参画セン
ター
（リーブラ）

サロン名

青山ライオン
キッズクラブ

キラキラ
mammy

La.La.La.

ちびっ子ナイト
養成倶楽部

台場子育てサロン

ハピネスママの会

みなと子育てネット
Wa.Wa.Wa.
子育てカフェ
PoPoPo

１

２

３

４

５

６

７

問い合わせ
港
区
社
会
福
祉
協
議
会
み
な
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
３
４
３
１
‐
２
０
８
１

表 「たんぽぽクラブ」実施施設

休み

８月

４・８月

４・８月

４・８月

休みなし

８月

４・８月

４・８月

４・８月

電話番号

３４３３－４００５

５４４３－７３３８

６４３５－０４１１

５５００－２３６３

５５６１－７８３０

３４３２－８３４１

５１１４－９９００

３５８３－６３５５

３４４４－１８９９

ところ

新橋６－４－２

芝浦４－２０－１

芝５－１８－１－１０２

台場１－５－１

赤坂６－６－１４

浜松町２－３－２０

麻布十番１－３－３

東麻布１－２１－２

白金台４－８－５

新橋児童館

芝浦アイランド
児童高齢者交流
プラザ

みなと子育て応
援プラザ「Pokke
（ぽっけ）」

台場児童館

赤坂子ども中高
生プラザ

子ども家庭支援
センター

子育てひろば
あっぴぃ麻布

飯倉学童クラブ

白金台児童館

とき

午前１０時３０分～１１時３０分

午前１０時３０分～正午

午前１０時３０分～正午

午前１１時～午後０時３０分

午前１０時３０分～午後０時３０分

午前１１時～午後０時３０分

午後１時～３時

午前１０時３０分～正午

午前１１時～午後１時

第２月曜

第２・４火曜

第２水曜

第２金曜

第３火曜

▲たんぽぽクラブの様子

▲子育てサロンの様子

▲介護予防活動の様子

� 3578-21115
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子ども係「児童館非常勤担当」へ。
�内線２４３４

保育園勤務非常勤職員（特定保育
員）

�対保育士資格を有し、都道府県知
事の保育士登録を受けている人（見
込み可）または、それに準じる経験
のある人
期間 １０月１日～平成２３年３月３１日
（一定の条件を満たした場合、更新
も可）
勤務内容 週５日１５時間勤務（月～金
曜）
勤務時間 （１）午後３時～６時３０分の
うち３時間（２）午後４時～７時３０分のう
ち３時間（３）午後５時３０分～８時３０分

報酬 資格無：月額６万７３００円 資
格有：月額７万５７００円※交通費は別
途支給
�人若干名
�選書類選考後面接（８月下旬面接予
定）※日時は書類選考後にお知らせ
します。
�申履歴書（写真添付）と応募動機を
書いた原稿用紙（４００字程度）を、郵
送で、８月１３日（金・必着）までに、
〒１０５－８５１１ 港区役所子ども家庭
課子ども係「保育園非常勤担当」へ。

�内線２４４３

英語による問い合わせもお受けします。
気軽にご利用ください。

�婚姻届の提出方法を教えてほしい
�区役所の行き方や開庁時間を教えてほしい
�戸籍に関する証明書を郵送で請求する方法に
ついて教えてほしい

�ごみの分別方法を知りたい
�中小企業の融資あっせんについて教えてほしい
�証明書自動交付機の利用について教えてほしい
�無料法律相談を受けたい
�休日診療医療機関について教えてほしい

最近ではこんなお問い合わせが多くあります

情報アンテナ
■港区文化芸術振興基金助成事業「命こそ
宝―ぬち・どぅ・たから」（沖縄学童と対馬
丸）
戦争で亡くなった沖縄の学童の実話を今
の学童（区内１３校の小学１～６年生と保育園
児約３０人）が舞台で演じます。
とき ９月１８日（土）午後２時～３時３０分、６時
～７時３０分、９月１９日（日）午後２時～３時３０分
ところ 赤坂区民センターホール 費用
区内在住・在勤・在学者特別料金 大人
１５００円 子ども（中学生以下）１０００円 申し
込み 電話で、Kiss ポートチケットセン
ターへ。�５４１３－７０２１
問い合わせ 劇団結い座 �０４５－６２４－
４４９７ FAX０４５－６２５－２３８７

■平成２２年度就学義務猶予免除者等の中学
校卒業程度認定試験の実施について
願書受付期間 郵送で、８月２０日（金）～９月
７日（火・消印有効）に文部科学省へ。
試験日 １１月２日（火）
受験資格・願書請求等についての問い合わ
せ 東京都教育庁地域教育支援部義務教育
課小中学校係（新宿区西新宿２－８－１ 東京
都庁第二本庁舎２７階北側） �５３２０－６７５２
（直通）
■古川地下調節池インフォメーションセン
ターを開設しました
古川地下調節池事業に関する地元の皆さ
んへの情報提供の場として、模型の展示や
パンフレットの配布などを行っています。
ところ 三田一丁目（区立一の橋公園内）
問い合わせ 東京都第一建設事務所工事課
古川地下調節池工事係 �３５４２－０６９５

道路にワゴンなどを出して弁当の販売などをするこ
と、テーブルやイスを出して飲食の営業をすることは、
道路法に違反していますので、直ちにやめてください。
また、「置き看板」「のぼり旗」「商品」「植木」等を、道

路に置いていませんか。
速やかに敷地内に移動し
てください。
区では、許可なく道路

に置いている物に、道路
浄化パトロール等で、啓
発用の黄色のステッカー
を貼ったり、チラシを配
布しています。
安全できれいな道路と

なるよう、協力をお願い
します。

区区区ののの無無無料料料相相相談談談案案案内内内 ところ 区役所３階区民相談室

ご注意：土・日曜、祝日、年末年始は、休みになります。相談は先着順です（一部は電話予約可能）。申し込みが多数の場合は、早めに締め切ることがありますのでご了承ください。

相談名 相談内容 とき・利用方法 相談員 問い合わせ

家庭相談
夫婦・親子・嫁姑関係や結婚・離婚など人間関係、
相続・扶養・認知など身分関係、職場・職業などの
問題、そのほか家庭内の問題についての相談

毎週火・金曜 午後１時～５時
（予約直通電話 �３５７８－２４３６） 家庭相談員 子ども家庭課家庭相談センター

�内線２４３６

法律相談 金銭貸借・相続・遺言・離婚や交通事故・すまいな
どの法律問題全般に関する相談

毎週月・水・金曜 午後１時～４時 １人２５分間
電話で、相談日当日の午前８時３０分～１０時に先着１２人まで予約受け付け
（予約直通電話 �５７７７－２７９８）

弁護士
みなとコ－ル �５４７２－３７１０
区長室広聴担当 �内線２０５０～
２

すまいの税務相談 不動産の取得や相続・贈与など土地・家屋に関する
税の相談

毎週水曜 午後１時～４時
（１）相談日の週の月曜正午までに電話（�３５７８－２３４６）で先着１人のみ予
約受け付け（締切日前であればいつでも予約可、午後３時～４時の相
談となります）

（２）（１）の予約状況により相談日正午から相談室で先着２人まで受け付
け

税理士

都市計画課住宅支援係
�内線２３４６

すまいの不動産相談 不動産取引や賃貸住宅の経営などに関する相談 宅地建物取引
主任者

マンション管理相談 マンションの管理・運営に関する相談 毎月第２・４火曜 午後１時～４時
前週の金曜正午までに電話（�３５７８－２３４６）で３人まで予約受け付け 弁護士

マンション修繕相談と
住まいの建築相談

マンションの大規模修繕やリフォーム、戸建の新築
や増改築などの相談

毎月第１・３火曜 午後１時～４時
前週の金曜正午までに電話（�３５７８－２３４６）で３人まで予約受け付け 建築士

マンション建替え相談 マンション建て替えの検討・計画などの相談 毎月第３火曜 午後１時～４時
前週の金曜正午までに電話（�３５７８－２３４６）で３人まで予約受け付け 建築士

行政相談 国やその関係機関などに対する要望・苦情に関する
相談 毎月第２木曜 午後１時～４時 行政相談委員 区長室広聴担当

�内線２０５０～２

人権身の上相談 人権侵害や身の上に関する相談 毎月第２金曜（１月を除く）、第４金曜（１２月を除く）午後１時～４時
前日までに電話予約 人権擁護委員 総務課人権・男女平等参画係

�内線２０２６

更生保護青少年相談 更生保護と青少年の健全育成に関する相談 毎週木曜（第３木曜を除く）午後１時～４時 保護司 保健福祉課福祉活動支援係
�内線２３７９

高齢者の仕事の相談 高齢者の就業の相談、生きがいのための臨時的・短
期的な就業の相談など 毎月第２月曜（１・１０月を除く）午後１時～４時

港区シルバー
人材センター
役員

港区シルバー人材センター
�５２３２－９６８１

◆「区民相談室」のほかにも、各種相談を行っています。詳しくは、区長室広聴担当へお問い合わせください。 �内線２０５０～２

区長室広聴担当 �内線２０５２問い合わせ

道路での弁当出店販売、
飲食の営業をすることは、
直ちにやめてください！

●

土木施設管理課占用係 �内線２３５０～４問い合わせ

区区のの手手続続ききやや施施設設・・催催しし物物をを親親切切・・丁丁寧寧
ににごご案案内内すするる「「みみななととココーールル」」ををごご利利用用くくだだ
ささいい

Ｅメール

▲啓発用ステッカー

http : //www.city.minato.tokyo.jp 平成22年（2010年）7月21日 �
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休日診療  

記
事
中
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に
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…
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子
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子
育
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…
住
宅

に
関
す
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も
の
を
表
し
て
い
ま
す
。

グループ・お母さんの時間

子育てや家庭内での心配ごとな
ど、日ごろのつらい気持ちを、話し
合いを通して分かち合い、共有する
お母さんのためのグループです。
�対区民で、育児中の母親
�時８月５日（木）午後１時３０分～３時
�所保健サービスセンター（赤坂）
※保育あり（申し込み時にお申し出
ください）
�申電話で、健康推進課地域保健係
（保健サービスセンター）へ。

�３４５５－４７７２

母子メンタルへルス相談（面接・
予約制）

妊娠・出産・育児期にある女性が
抱える心の問題に対して、専門の医
師が相談に応じます。
�対区民で妊娠中・育児中の母親と
その家族
�時８月４・１１日（水）午後２時～３時３０
分
�所保健サービスセンター（赤坂）
※保育あり（申し込み時にお申し出
ください）
�申電話で、健康推進課地域保健係
（保健サービスセンター）

�３４５５－４７７２
または、各総合支所区民課保健福祉
係へ。 �欄外参照

港区観光振興ビジョン検証のた
めの区民委員を募集します

�対次の２つの資格を満たす人
（１）平成２２年４月１日現在２０歳以上の
区内在住・在勤・在学者
（２）区の観光振興施策に関心があり、
会議（１回約２時間、年４回程度）に出
席できる人
※ただし、国、地方公共団体の議員
および職員は応募できません。
�内区で選任した学識経験者等の委
員とともに、港区観光振興ビジョン
について検討会で意見を述べていた
だきます。
任期 ８月下旬～平成２３年３月３１日
�人５人
�選応募いただいた後、面談を行い、
委員を決定します。
�申�氏名�生年月日�住所�電話

番号�職業�勤務先または学校名	
応募動機
観光振興に携わった経験
がある場合は活動内容を、郵送また
はファックスで、８月２日（月・必着）
までに、産業振興課商工観光担当へ。

�内線２５５４ FAX３５７８－２５５９
※応募用紙は、産業振興課ホームペ
ージ
http : //www.minato－ala.net/
からダウンロードできます。

いきいき健康講座

尿もれ予防に必要な知識、情報、
対応方法のほか、尿もれに有効な骨
盤底筋を鍛える運動を学びます。
�対６５歳以上の区民で、尿もれでお
困りの人、尿もれを予防したい人（原
則、介護保険で介護認定を受けてい
ない人、介護認定非該当の人）
�時９月２日～１２月２日（毎週木曜、全１２
回※９月２３日、１０月２１日を除く）午後
１時３０分～３時
�所高輪福祉会館
�人２０人※受け付け後、申請書をお
送りいただき、状態を確認した上で
決定します。
�申電話で、７月２１日（水）～３０日（金）
に、みなとコールへ。

�５４７２－３７１０
�担高齢者支援課介護予防係

チェルノブイリから２５年―検証
・日本の原子力

チェルノブイリの原発事故から２５
年がたちました。日本の原発は安全
なのか。原子力政策も含め考えます。
�対区内在住・在勤・在学者
�時７月２８日（水）午後２時～４時
�所消費者センター
�人２０人（申込順）
持ち物 筆記用具
�申電話で、消費者センターへ。

�３４５６－４１５９

和室で聴くリラックスコンサート

若手実力派によるクラシックコン
サートです。
�対６０歳以上の区民
�時８月１１日（水）午後２時～４時（開場
午後１時３０分）
�所豊岡福祉会館
曲目 スペイン民謡舞曲ほか（予定）

�人４０人（申込順）
�申電話または直接、７月２１日（水）か
ら、豊岡福祉会館へ。�３４５３－１５９１

港資源化センター・港清掃工
場の夏休み親子見学会

家庭から出るごみや資源がどのよ
うに処理され、どのようにリサイク
ルされているかを見学します。
�対区内在住・在勤・在学者の親子
�時８月２１日（土）午前９時３０分～正午
（午前９時２０分集合）
�所港資源化センター（品川駅港南口
（東口）から都バス品９９品川埠頭循環
「品川埠頭」下車徒歩１分）
�人２０組（申込順）
�申住所・氏名・年齢・学校・電話
番号・ファックス番号を電話または
ファックスで、８月１９日（木）までに、
清掃リサイクル課ごみ減量推進係
へ。 �３４５０－８２７３ FAX３４５０－８２７５

はり・マッサージサービス

�対６５歳以上の区民
�時８月１７・１８日（火・水）
�所西麻布福祉会館
�人６０人（申込順）
費用 １０００円
�申電話で、７月２１日（水）～３０日（金）
午前９時３０分～午後５時（土・日曜は
除く）に、西麻布福祉会館へ。

�３４８６－９１６６

平和映画会「ビルマの竪琴」

悲惨な戦争の中でも、失われない
崇高な人間性を描いた市川崑監督・
三國連太郎・安井昌二出演による不
朽の名作です。
�時８月１日（日）午後２時（午後１時３０分
開場）
�所みなと図書館
�人１００人（会場先着順）
�申当日直接会場へ。
�問図書・文化財課利用者支援係

�３４３７－６６２１

平成２２年度第１回港区男女平等参
画推進会議開催

�時８月５日（木）午前１０時～正午
�所区役所５階会議室
※傍聴を希望する人および保育、手
話通訳、介護人派遣を希望する人は
７月２９日（木）までに、お申し込みく
ださい。
�申電話で、人権・男女平等参画担

当へ。 �内線２０２６

区立生活寮「フレンドホーム高
浜」利用者募集

フレンドホーム高浜は、住み慣れ
た地域での自立生活をめざす知的障
害者に、家庭に代わる生活の場を提
供し、世話人による食事の提供や相
談、健康管理、金銭管理指導など日
常的な生活支援を行う施設です。
�対次のすべてに該当する区民
（１）愛の手帳の交付を受けている、
配偶者のいない１５歳以上の人
（２）就労・授産施設などに通所また
はその見込みがある人
（３）日常生活における身辺整理がで
き、社会的自立意欲がある人
所在地 港南１‐１‐２７カナルサイド
高浜１階
�人１人
利用決定 審査会で決定します。
費用 �使用料（家賃）：月額２万円
※収入に応じ減額または免除しま
す。�光熱水費：月額３０００円�食費、
日用品費用など
利用開始時期 ９月以降（利用期間は
最長５年です）
�申電話で、８月２日（月）までに、各
総合支所区民課保健福祉係へ。

�欄外参照

児童館非常勤職員（活動指導員）

�内（１）児童館に勤務する職員に準じ
る業務（児童指導・行事等実施）およ
び窓口対応（２）児童館・学童クラブ
の障害児指導および児童館に勤務す
る職員に準じる業務
期間 １０月１日～平成２３年３月３１日
（一定の条件を満たした場合、更新
も可）
勤務先 区立児童館、学童クラブ
勤務時間 （１）週５日２９時間勤務（２）
週５日２５時間勤務※学校の長期休業
期間は勤務時間増
報酬 （１）月額１４万６４００円（２）月額１２
万６２００円※勤務に応じて加算、交通
費は別途支給
�人若干名
�選１次選考後面接、児童館体験（８月
下旬面接予定）※日時は１次選考後に
お知らせします。
�申履歴書（写真添付）と応募動機を
書いた原稿用紙（４００字程度）を、郵
送で、８月６日（金・必着）までに、〒
１０５－８５１１ 港区役所子ども家庭課

※受診するときは、あらかじめ電話で診療時間などをお問い合わせください。

診療時間 は午前 9 時～午後 5 時
診療時間 ★ は午後 5 時～午後10時

モバイルサイトからもご覧いただけます� 電話がかかりにくい場合は、下記の診療案内へ

「＃7119」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
�3212－2323（ダイヤル回線の固定電話など）
�5272－0303
ホームページ
http���www.himawari.metro.tokyo.jp�

「＃8000」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
�5285－8898（ダイヤル回線の固定電話など）

東京消防庁救急相談センター
（毎日24時間）

東京都医療機関案内サービス
「ひまわり」
（毎日24時間）
月～金曜（祝日を除く）
午後5時～10時

土・日曜、祝日、年末年始
午前9時～午後5時

小児救急
電話相談

診療
案内

電話
相談

薬の相談
港区休日くすり何でもテレホン 対応時間：午前9時～午後2時 ※薬局の電話がかかりにくい場合は、090－9378－7915

3435－5701

夜間対応当番薬局（毎日） 対応時間：午後8時～午前8時 �090－3690－3102

浜松町2－4－1 14階貿易センタービル調剤薬局7月25日(日)

5408－7511

3443－9191

3470－4427

3401－0271

3455－4927
（休日のみ）

西新橋2－16－5

高輪3－10－11

六本木3－14－9 妹尾ビル2階

元麻布3－1－38－2E

三田3－13－16 三田43MTビル1階
保健サービスセンター三田分室

ムラタクリニック（内）

せんぽ東京高輪病院（内・外）

北斗歯科医院（歯）

★ウスイ内科クリニック（内）

港区休日歯科応急診療所

７
月
２５
日（
日
）

◆各総合支所区民課保健福祉係◆ 芝地区�3578－3161 麻布地区�5114－8822 赤坂地区�5413－7276 高輪地区�5421－7085 芝浦港南地区�6400－0022

� 3578-2111�



港郷土資料館 ◆所在地◆ 芝5－28－4 区立三田図書館4階 ◆開館時間◆ 午前9時～午後5時
◆休館日◆ 日曜（7月21日から8月31日の夏休み期間は日曜開館）、祝日、毎月第3木曜（休日の場合は前日）、
年末年始（12月28日～1月4日） �3452－4966

http : //www.city.minato.tokyo.jp 平成22年（2010年）7月21日 �


